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と
じ
て
保
存
し
ま
軋
よ
う
浄
′

ノ

文
化
の
日

菊
の
か
お
り
が
た
だ
よ
っ
秋
空
の
も

と
十
一
月
三
日
の
文
化
の
日
を
中
心
に

恒
例
の
文
化
の
祭
典
が
開
か
れ
ま
し
た
。

会
場
と
な
っ
た
町
民
会
館
及
び
弓
道

場
に
は
、
各
自
慢
の
生
花
、
盆
栽
、
菊

水
墨
、
書
、
写
真
な
ど
が
、
会
場
狭
Ｌ

と
展
示
さ
れ
ま
し
た
。
中
に
は
県
展
に

人
選
し
た
作
品
な
ど
も
あ
り
、
見
物
に

こ
ら
れ
た
か
た
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
い

ヽ

ま
し
た
。

ま
た
、
三
日
の
文
化
の
日
に
は
、
町

行
政
に
対
す
る
功
労
者
、
協
力
者
な
ど

二
十
五
名
が
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

（
二
面
に
つ
づ
く
）



功
労
者
・
協
力
者
な
ど
表
彰

（
敬
称
略
）

◇
社
会
福
祉
特
別
功
労
者
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【
水
巻
町
表
彰
】

◇
永
年
勤
続
功
労
者

白
石
磯
久
男
　
議
全
議
員

大
野
　
正
人
　
区
長

岡
部
　
嘉
紀
　
消
防
団

野
中
　
輝
雄
　
　
〃

白
木
　
　
馨
　
　
〃

樋
口
　
　
弘
　
　
〃

安
永
仙
之
助
　
　
〃

遠
坂
恵
美
子
　
町
職
員

守
口
　
恵
子
　
　
〃

佐
藤
加
津
子
　
　
〃

【
水
巻
町
教
育
委
員
会
表
彰
】

◇
永
年
勤
続
功
労
者

下
川
玲
月
伊
左
座
小
学
校

真
崎
　
弘
子
　
南
中
学
校

田
島
　
繁
己
　
　
〃

◇
社
会
教
育
協
力
者

藤
野
　
正
一
吉
田
一

橋
本
　
実
雄
　
書
田
団
地

◇
学
校
教
育
協
力
者

古
賀
　
茂
道
　
珠
算
連
盟
支
部
長

【
水
巻
町
社
会
福
祉
協
議
会
表
彰
】

原
口
　
　
操

椿
　
　
　
明

◇
優
良
更
生
世
帯

太
田
　
善
書

世
帯
更
生
委
員

民
生
児
童
委
員

猪
熊

長
崎
モ
モ
エ
梅
ノ
木
区

◇
社
会
福
祉
協
助
者

小
林
大
凶
一
頃
未

森
安
　
寿
枝
　
二

議
田
よ
し
え
　
古
賀

住
吉
ミ
チ
子
　
樋
口

一
流
家
元
・
一
寿
子
　
梅
ノ
木

い
症
Ｐ
Ｓ
は
円
い
小
滝
Ｐ
い
い
捕
Ｊ
ボ
輔
Ｐ
い
い
付
和
ｒ
い
い
挿
い
け
痛
い
い
い
高
い
い
い
嶋
Ｐ
い
い
輔
Ｐ
い
い
輔
Ｐ
い
い
帽
ロ
ボ
輔
Ｐ
い
い
輔
Ｐ
Ｓ
輔
ｒ
い
い
痛
い
長
川
1
Ｈ
史
ｒ
蛸
ｒ
小
小
幅
Ｈ
・
い
い
車
Ｐ
Ｉ
Ｐ
ｈ
坤
ド
Ｈ
Ｌ
帽
Ｕ
い
い
Ｐ
叫
ｒ
小
小
塙
ｒ
い
い
正
和
ｒ
い
い
応
1
1
い
い
軽
い
小
嶋
い
Ｓ
Ｈ
ｈ
ｌ
繹
ゞ
■
革

優
秀
な
作
品
が
ズ
ラ
リ

ー
第
け
回
青
少
年
競
書
大
会
－

1
0
月
2
2
日
、
頃
末
小
学
校
で
競
書
大
　
小
学
1
年

会
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

書
を
通
し
て
青
少
年
の
情
操
豊
か
な

人
間
形
成
に
よ
る
健
全
な
育
成
を
目
的

と
し
、
今
年
も
各
地
区
か
ら
小
中
学
生

が
多
数
参
加
し
ま
し
た
。

各
会
場
に
あ
て
ら
れ
た
教
室
に
は
、

与
、
え
ら
れ
た
課
題
に
力
い
っ
ぱ
い
筆
を

走
ら
せ
る
手
を
、
引
卒
し
て
き
た
父
母

が
窓
ぎ
わ
か
ら
心
配
そ
う
に
眺
め
て
い

る
姿
が
印
象
的
で
し
た
。

特
選
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

永年勤続功労者賞を受ける佐藤さん

な
か
も
と
き
わ
め

〝

　

2

年え
と
う
す
が
こ

〃

　

3

年そ
め
は
ら
あ
き
こ

〃
　
4
年

・
国
武
能
成

〃

　

5

年小
寺
り
つ
え

〝

　

6

年国
武
意
智

中
学
1
年曽

根
邦
子

・
3
年

石
川
浩
一

審
査
評

松
下
朋
玉
先
生

席
上
揮
ご
う
で
、
す
ば
ら

し
い
作
品
が
多
く
あ
り
感
心

し
ま
し
た
。
保
護
者
の
か
た

の
あ
た
た
か
い
理
解
、
教
育

委
員
会
や
地
区
公
民
館
の
協

力
、
指
導
者
の
熱
意
が
伺
わ

れ
大
変
好
ま
し
く
思
わ
れ
ま

す
。
今
後
と
も
大
い
に
努
力

し
て
こ
の
決
全
を
続
け
て
い

っ
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

12月1日から

道路交通法がかわります

自
動
二
輪
・
原
付
自
転
車
は

必
ず
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を

自
動
二
輪
車
・
原
動
機
付
き
自

転
車
の
乗
車
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
着

用
が
義
務
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。

自
動
二
輪
車
に
乗
る
時
は
、
運

転
す
る
者
も
、
荷
台
に
同
乗
す
る

者
も
、
必
ず
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
か
ぶ

ら
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
い
ま

ま
で
は
、
垂
高
速
度
4
0
キ
ロ
未
満

の
道
路
な
ら
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
は
不

用
で
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
は
、
ヘ

ル
メ
ッ
ト
な
し
で
は
自
動
二
輪
車

に
は
乗
れ
ま
せ
ん
。
4
0
キ
ロ
以
上

で
走
れ
る
道
路
を
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト

な
し
で
運
転
す
る
と
、
違
反
点
1

点
で
す
。

ま
た
、
高
速
自
動
車
国
道
や
自

動
車
専
用
道
路
で
は
、
二
人
乗
り

し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
罰
則
は
、

い
ず
れ
も
3
万
以
下
の
罰
金
で
す

原
動
機
付
き
自
転
車
に
乗
る
と
き

も
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
か
ぶ
ら
な
け

れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

原
動
機
付
き
自
転
車
に
乗
っ
て

買
い
物
に
出
か
け
る
お
母
さ
ん
た

ち
も
、
必
ず
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
か
ぶ

っ
て
運
転
し
ま
し
ょ
う
。

節水にご協力ください。漏水をみつけたら水道課にすぐ連絡を。
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6
分
に
1
件
の
割
合
で
火
災
が
発
生
し
、
1
日
に
6
人

が
焼
死
、
2
7
人
が
負
喝
　
こ
れ
が
今
年
1
月
か
ら
6
月
の

〝
火
災
発
生
ペ
ー
ス
〟
　
（
全
国
）
で
す
。
火
災
の
発
生
原

因
は
、
相
変
わ
ら
ず
「
た
ば
こ
」
が
第
1
位
を
占
め
、
死

傷
者
で
は
、
老
人
と
子
供
の
増
加
が
め
だ
っ
て
い
ま
す
。

今
年
も
1
1
月
2
6
日
か
ら
ほ
月
2
日
ま
で
秋
の
火
災
予
防
運

動
が
行
な
わ
れ
ま
す
。

焼
死
者
史
上
最
高

昨
年
中
の
全
回
で
の
火
災
に
よ
る
罷

、
災
世
帯
は
、
3
万
9
5
4
9
世
帯
で
、

焼
損
面
積
を
1
戸
分
　
6
6
が
　
（
2
0
坪
）

と
し
て
換
算
し
て
み
る
と
3
万
2
4
0

0
戸
分
が
灰
と
な
っ
た
状
態
で
す
。

火
災
に
よ
る
焼
死
者
は
、
史
上
最
高

の
1
9
0
9
人
と
な
り
、
そ
の
中
で
5

歳
以
下
が
2
0
7
人
、
6
0
歳
以
上
が
6

6
4
人
で
あ
り
、
こ
の
二
つ
を
合
せ
る

と
死
者
の
半
数
近
く
が
幼
児
と
高
令
者

で
あ
り
ま
す
。
こ
の
尊
い
人
命
も
だ
れ

か
の
不
注
意
か
、
ゆ
だ
ん
か
ら
の
火
災

で
犠
牲
者
と
な
ら
れ
た
こ
と
が
大
部
分

で
あ
る
と
言
え
ま
し
ょ
う
。

◎
老
人
こ
ど
も
に
気
を
つ
け
て

高
令
者
は
、
体
の
不
自
由
な
万
が
多

い
こ
と
や
、
こ
ど
も
が
二
階
で
就
寝
中

、
肇

な
ど
で
逃
げ
お
く
れ
、
煙
に
ま
か
れ
て
　
脱
出
避
難
の
手
助
け
を
、
ぜ
ひ
お
願
い

の
焼
死
と
思
わ
れ
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
し
た
い
も
の
で
す
。

老
人
夫
婦
や
一
人
暮
し
の
世
帯
が
近
　
◎
暖
房
器
具
の
周
囲
や
、
取
り
扱
い
に

所
に
あ
れ
ば
、
隣
近
所
の
早
い
協
力
で
　
　
は
特
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

た
ば
こ
を
ポ
イ
と
投
げ
捨
て

損
害
額
は
年
間
1
0
7
億
円

「
た
ば
こ
の
一
本
ぐ
ら
い
た
い
し
た

こ
と
な
い
だ
ろ
う
」
と
思
わ
な
い
ま
で

も
、
ポ
イ
と
投
げ
捨
て
た
経
験
を
お
持

ち
の
か
た
も
多
い
と
思
い
ま
す
。
し
か

し
、
火
災
防
止
の
上
で
は
、
た
ば
こ
の

投
げ
捨
て
が
い
ち
ば
ん
く
せ
も
の
な
の

で
す
。こ

こ
、
3
・
4
年
は
減
少
し
て
い
る

も
の
の
、
た
ば
こ
に
よ
る
火
災
は
、
毎

年
火
災
原
因
の
ト
ッ
プ
に
あ
り
、
昭
和

5
1
年
の
損
害
額
は
、
1
0
7
億
円
に
も
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壮
年
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
全

第
6
回
少
女
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
全

魅重盗
1
0
月
2
2
日
、
南
中

学
校
グ
ラ
ン
ド
で
「

体
育
の
日
」
の
行
事

と
し
て
順
延
と
な
っ

て
い
ま
し
た
、
壮
年

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

が
行
な
わ
れ
ま
し
た

こ
の
試
合
は
、
公

成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

優
勝
　
下
二
　
準
優
勝
　
下
二
町
住

三
位
　
美
富
野
・
み
ず
ほ

民
館
対
抗
と
あ
っ
て

日
頃
余
り
運
動
に
緑
の
な
い
お
父
さ
ん

た
ち
も
多
数
参
加
し
、
子
供
た
ち
の
声

援
や
相
手
チ
ー
ム
の
ひ
や
か
し
な
ど
を

受
け
な
が
ら
、
秋
の
日
ぎ
し
の
中
で
十

分
プ
レ
ー
を
楽
し
み
ま
し
た
。

試
合
結
果
は
、
日
頃
の
練
習
成
果
を

生
か
し
た
下
二
チ
ー
ム
が
昨
年
に
ひ
き

続
き
優
勝
し
ま
し
た
。
釆
年
は
他
チ
ー

ム
の
奮
斗
を
期
待
し
ま
す
。

回
戦
で
敗
れ
ま
し
た
。

大
会
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

。
4
年
生
優
勝

伊
左
座
イ
ー
グ
ル

。
5
年
生
優
勝

伊
左
座
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ

教
育
長
旗
争
奪
戦

1
0
月
2
9
日
、
勤
労
青
少
年
セ
ン
タ
ー

で
1
8
チ
ー
ム
、
2
百
余
名
の
選
手
を
集

め
て
教
育
長
旗
争
奪
戦
が
行
な
わ
れ
ま

し
た
。試

合
は
各
学
年
別
に
行
な
わ
れ
、
随

所
に
ラ
リ
ー
が
続
き
‥
応
援
者
か
ら
盛

大
な
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
5

年
生
の
優
勝
チ
ー
ム
が
教
育
長
旗
を
ね

ら
え
る
と
あ
っ
て
注
目
さ
れ
ま
し
た
が

6
年
生
へ
の
壁
は
厚
く
、
善
戦
の
未
1

伊左座

肯高
二‘∴Ｙ左
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の
ぼ
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
を
一
日
当
り
で
み
る
と
、
毎
日

約
2
4
件
発
生
し
、
3
千
万
円
を
灰
に
し

て
い
る
こ
と
に
な
る
の
で
す
か
ら
、
も

っ
た
い
な
い
話
で
す
。

こ
の
よ
う
な
た
ば
こ
に
よ
る
火
災
の

6
割
は
「
投
げ
捨
て
」
か
ら
発
生
し
て

い
ま
す
。
次
い
で
、
灰
皿
な
ど
の
ふ
ち

に
置
い
た
「
す
い
か
け
が
落
ち
て
出
火

」
し
た
の
が
1
4
％
「
消
し
忘
れ
」
が
1
0

％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
た
ば
こ

に
よ
る
林
野
火
災
も
多
く
、
ハ
イ
キ
ン

グ
な
ど
に
来
て
、
つ
い
気
持
ち
が
軽
や

か
に
な
り
、
た
ば
こ
の
一
本
く
ら
い
と

い
う
軽
率
な
行
動
の
結
果
で
す
。

た
ば
こ
の
投
げ
捨
て
は
し
な
い
、
歩

行
中
の
喫
煙
は
し
な
い
、
寝
た
ば
こ
は

し
な
い
　
ー
　
こ
の
三
煉
剛
を
喫
煙
者
は

必
ず
守
り
ま
し
ょ
う
。

郡内火災概況（53・1－53・8）

町 内 件 数 死 者 損 害 額 （千円）

・水 巻 1 3 1 9 3 7

芦 屋 1 2 2 7 ，9 5 7

遠 賀 1 1 1 4 ，6 5 5

岡 垣 1 3 2 ，9 5 8

合 計 4 9 1 4 6 ，5 0 1



昭
和
5
4
年
度

名
前
の
載
っ
て
い
な
い

か
た
な
ど
は
教
育
委
員
会

ま
で
連
絡
を
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町
教
書
只
会
で
は
、
釆
春
（
昭
和
5
4
年
度
）
の
小
学
入
学
予

走
者
、
昭
和
4
7
年
4
月
2
日
か
ら
昭
和
4
8
年
4
月
1
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
人
を
把
握
す
る
た
め
、
住
民
票
に
よ
っ
て
名
簿
を
作
成
し

て
い
ま
す
。

来
春
入
学
の
予
定
で
あ
り
な
が
ら
、
次
の
名
簿
に
名
前
の
載
っ

て
い
な
い
か
た
、
名
前
に
間
違
い
の
あ
る
か
た
は
、
教
育
委
員
会

ま
で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

（
1
0
月
2
5
日
現
在
の
名
簿
）

伊
左
座
小
学
校
区

立
屋
敷

入
江
哲
生
　
辻
裕
子

、
絹
檻
伊
新
里
中
震
太

冨
山
泰
裕
　
相
良
直
美
　
吉
川
達
也

安
部
優
子
　
原
和
弥
　
高
野
和
膚
ノ
Ｊ
潜

水
栄
一
升
谷
亮
子
　
林
三
樹
夫

み
ず
ほ
団
地

米
徳
昌
泰
　
山
田
京
子
　
鈴
木
祐
美
子

片
山
忠
　
幸
島
哲
也
　
川
崎
圭
二
　
西

原
真
由
美
　
為
近
光
宏
　
寒
竹
幸
治

今
田
舞
　
西
田
輝
明
　
池
渕
康
子
　
大

坪
愛
奈
美
　
大
西
範
知
佳
　
小
林
里
花

高
静
智
治
　
大
庭
高
子
　
月
形
太
郎

松
川
友
美

二吉
田
一
貴
　
辻
和
美
　
松
本
勝
恵
　
真

鍋
さ
お
り
　
西
村
佳
代
子
　
山
崎
千
恵

子
　
羽
広
剛
　
木
場
い
ず
み
　
河
野
活

章
　
豊
嶋
大
吾
　
船
津
祐
子
　
田
仲
友

紀
　
新
田
誠
　
増
田
洋
一
青
柳
智
子

牧
智
恵
　
森
貴
子
　
船
津
希
大
　
中
嶋

利
宏
　
佐
藤
明
美
　
甲
斐
明
美
　
森
郵

都
子
　
栗
丸
隆
雄
　
柳
鶴
清
人
　
黒
木

昭
利
　
藤
崎
三
輪

サ
ニ
ー
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン

田
中
早
首
　
富
永
秀
樹

二
町
営
住
宅

原
田
智
紀
　
島
崎
健
吾
　
角
恵
利
子

大
塚
絵
理
香

下
〓

木
曽
晋
　
高
木
明
香
　
多
田
幸
徳
　
石

井
宏
幸
　
副
田
奈
美
　
福
田
恵
美
子

入
江
和
哉
　
田
中
道
　
北
村
由
美
　
先

島
直
子
　
武
野
忍
　
岩
本
政
弘
　
木
下

美
穂
　
松
尾
琢
郎
　
高
宮
和
恵
　
馬
場

英
数
　
孫
田
和
子
　
押
野
努
　
伊
東
可

愛
　
境
康
弘
　
酒
家
美
幸
　
越
智
健
一

下
二
町
営
住
宅

田
中
康
嗣
　
婚
添
留
美
　
川
村
幸
子

山
本
房
枝
　
笠
松
陸
子
　
吉
川
誠
　
瓜

生
真
弓
　
下
川
公
子
　
鎌
倉
達
也

入
江
興
産
社
宅
、

篠
崎
由
実
盟
　
上
妻
弘
信
　
依
田
千
奈

美
　
荒
川
由
美
子
　
村
田
邦
彦
・
磯
本

正
代
　
前
崎
宏
典

吉
田
小
学
校
区

吉
田
一

須
本
美
幸
　
井
川
豊
樹

田
中
隆
浩
　
野
田
加
奈
子

白
垣
安
住
　
自
垣
行
基

園
田
祐
子
　
田
原
章
吾

山
崎
泰
明

吉
日
団
地

林
田
直
美
　
川
畑
め
ぐ
み

本
田
統
一
上
村
和
美

古
閑
大
雄
　
星
野
秀
義

吉
田
智
穂
子
　
岩
留
信
一

遠
藤
正
和

橋
本
美
香

板
井
良
恵

田
代
賢
治

山
本
順

加
納
律
子

岡
本
慎
太
郎

田
中
裕
子

竹
内
英
人
　
立
石
純
一
郎
　
米
村
美
穂

秋
永
剛
　
池
本
貴
世
隆
　
福
岡
英
子

岡
崎
靖
生
　
島
野
健
　
神
野
貴
美
代

三
好
恵
美
子
　
園
臨
多
加
只
子
　
斉
藤
昌

弘
　
田
中
広
幸
　
義
手
刈
文
恵
　
栗
木

一
義
　
久
保
年
春
　
岩
城
清
美
　
清
原

実
香
　
村
上
貴
志
　
重
高
一
広
　
賀
屋

憲
司
　
大
川
療
忍
　
原
朋
恵
　
清
水
美

貴
子
　
大
竹
秀
明
　
福
田
好
昭
　
与
田

欣
矢
　
柴
口
正
樹
　
高
田
浩
　
安
部
哲

也
　
関
屋
紀
隆
　
永
松
雄
一
窪
田
偵

佐
藤
ル
ミ
　
小
南
裕
一
山
口
陽
子

荻
窪
由
香

吉
田
二

高
田
一
雄
　
野
広
文
枝
　
武
田
利
江

安
永
豊
子
　
山
崎
泰
明
　
森
団
直
敬

秋
山
道
代
　
野
村
将
吾
　
福
井
公
市

田
中
克
明
　
後
藤
弥
生
　
大
庭
美
穂

服
部
克
子
　
城
水
常
数
　
椋
毛
希
　
花

田
静
　
楽
本
幸
二
　
中
村
篤
史
　
白
石

一
浩
　
深
町
義
仲
　
岡
部
幸
次
　
藤
崎

将
成
　
花
田
恵

吉
田
三

安
田
勝
律
　
小
柳
美
香
　
加
茂
さ
と
み

平
野
西
志
津
　
楠
田
和
宏
　
岡
田
幸
子

松
山
め
ぐ
み
　
字
野
沢
巧
　
五
島
己
予

子
　
溝
上
素
美
　
重
野
幸
介
　
茅
切
美

穂
　
小
山
明
淑
　
石
井
克
道
　
梅
本
清

美
　
松
崎
紀
子
　
藤
崎
光
章
　
上
原
一

高
　
上
原
弘
次
　
原
田
美
樹
　
山
崎
貴

之
　
確
井
裕
二
　
岩
本
勝
昭
　
濱
崎
義

和
　
末
吉
喜
博
　
杉
本
秀
樹

緑
風
園
団
地

岡
松
祥
一
野
中
孝
　
小
串
知
子
　
田

原
美
香
　
野
中
光
　
古
賀
久
敬
　
石
橋

宏
之
　
高
野
恭
子
　
羽
地
鉄
舟

頃
未
小
学
校
区

み
ず
ま
き
苑

坂
中
誠
　
森
田
恵
津
子

頃
末

岩
下
隆
興
　
宮
司
栄
　
山
本
幸
　
大
橋

由
美
子
　
豊
福
佳
代
　
森
田
里
織
　
下

山
知
子
　
山
本
貴
博
　
梶
野
衣
枝
　
西

尾
美
江
　
瓜
生
昌
文
　
花
崎
勇
介
　
嶺

弘
美
　
上
杉
京
子
　
松
本
美
穂
　
清
水

力
　
山
本
寿
希
　
納
所
高
博
　
溝
郡
昇

柚
康
江
　
柚
要
樹
　
木
原
益
子
　
先
王

幸
子
　
戸
越
真
弓
　
渡
辺
吉
朗
　
安
田

た
つ
美
　
久
良
木
千
代
子
　
池
田
因

近
藤
慶
子
　
小
田
幸
一
高
木
昭
子

向
井
雅
一
白
石
知
美
　
中
村
尚
弘

尾
方
恭
博
　
森
田
豊
光
　
小
西
勇
　
増

水
裕
司
　
三
苫
理
絵
　
木
曽
暁
子
　
中

園
敬
一
中
西
香
織
　
浦
田
始
　
角
田

伸
也
　
久
保
田
重
雄
　
安
部
良
孝
　
本

山
美
奈
　
木
下
伸
也
　
福
原
香
純
　
池

田
睦
　
平
中
智
子
　
溝
口
俊
彦
　
浦
野

貴
之
　
大
竹
佐
知
子

遡
慄
荘
団
地

吉
永
冴
子

美
吉
野
団
地
、

中
西
三
枝
子
　
北
野
泰
代
　
鴇
田
正
悟

大
場
み
ゆ
き
　
鷹
取
志
保
　
中
島
一
時

工
藤
望
　
高
山
和
恵
　
真
弓
賢
剛
　
川

下
茂
治
　
井
手
真
理

鯉
口
区

代
財
さ
お
り
　
秋
吉
幸
紀
　
川
本
聖
治

森
松
誠
司

机
小
学
校
区

立
屋
敷

堀
留
ひ
と
み

机浦
田
哲
也
　
古
川
美
和
　
行
正
拓
史

行
正
方
仁
　
山
本
隆
　
野
見
山
崇

古
賀

荒
木
幸
一
入
洋
一
郎
　
阿
部
知
美

井
地
博
子
　
小
林
康
生
　
福
田
勝
也

今
村
智
絵
　
堀
田
聴
倫

新
生
街

秋
田
弘
美
　
村
尾
知
則
　
橋
本
高
雄

木
谷
圭
子
　
立
中
宗
幸
　
池
田
麻
衣
子

山
口
陽
子
　
福
田
理
恵

梅
の
木
団
地

西
川
麻
紀
　
小
峰
芳
恵
　
岡
崎
良
美

横
田
崇
　
山
中
伸
一
郎
　
前
山
奈
美

森
直
美
　
武
藤
剛
　
松
本
行
弘
　
平
間

康
弘
　
木
下
道
代
　
門
田
隆
二
　
渡
辺

恵
子
　
山
本
清
子
　
田
中
亜
紀
　
山
内

政
幸
　
杉
元
恵

二
社
区

高
野
勇
樹
　
本
庄
香
織

古
賀
区

川
島
治
臣

中
里
仁
入

信
伸
太
郎

稲
益
剛
二
　
川
辺
智
美

間
野
慎
一
桂
浩
二
　
肋

西
村
一

二
三
　
山
下
勲

八
十
島
津

猪
熊
小
学
校
区

樋
Ｆ

長
崎
恵
　
米
田
賢
次

守
男
　
白
石
恵
子

村
昌
之
　
井
上
匡

小
山
智
　
三
宝

井
上
由
美
子
　
丸

吉
武
リ
サ
　
戸
上

（
次
ペ
ー
ジ
に
続
く
）

．
ト
．
．
1
ｍ
－
．
．
ｒ
ｍ
蒙
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正
史
　
菅
野
久
美
子
　
前
田
正
義
　
隈

田
ち
さ
　
舟
木
裕
幸
　
豊
久
枝
美
　
竹

川
智
美
　
吉
田
さ
お
り
　
大
山
恵
美

佐
々
木
真
沙
恵
　
佐
々
木
美
佐
　
清
水

久
美
子

猪
熊

大
草
紀
高
　
山
形
文
博
　
大
野
幹
雄

島
田
正
吾
　
城
戸
祐
一
中
島
美
歩

松
荘
優
子
　
石
塚
康
弘
　
渡
辺
哲
也

中
村
圭
一
貞
末
都
子
　
小
金
九
か
お

り
　
石
飛
忠
彦
　
井
村
功
　
岩
見
貴
子

高
橋
恵
美
　
釜
庸
子
　
藤
野
由
香
　
野

見
山
和
香
子
　
新
井
一
俊
　
丸
井
芳
和

小
野
裕
子
　
原
田
さ
お
り
　
坂
口
有
希

子
　
江
藤
恵
美
　
佐
々
木
由
紀
　
盛
也

忠
夫
　
田
中
希
　
大
谷
将
克
　
塚
本
貴

亮
　
栗
本
龍
雄
　
和
田
圭
史
　
井
出
善

江

田
中
功
一
西
矢
美
加
　
伊
藤
尊
宣
　
　
猪
熊
町
営
住
宅

原
田
康
子
　
小
田
ゆ
か
り
　
土
屋
正
美
　
福
田
一
成
　
大
山
義
人
　
大
笠
紀
子

市
川
勝
彦
　
土
師
香
織
　
鎌
倉
圭
吾
　
　
山
科
敏
行
　
行
徳
華

高
松
団
地

伊
藤
太
郎
　
安
永
エ
リ
カ
　
佐
藤
里
恵

園
田
健
一
郎
　
浅
沼
由
杏
　
松
林
新

永
山
功
　
粟
屋
秀
仁
　
田
中
め
ぐ
み

友
原
卓
也
　
桑
原
優
子
　
下
谷
と
よ
子

梅
の
木
区

池
田
通
芳
　
保
永
美
保
　
平
野
直
哉

前
田
正
樹
　
吉
川
理
香

高
松
区

若
山
潤
子
　
湯
浅
章
浩
　
黒
木
広
美

宇
高
志
津
恵
　
寺
崎
一
代

㌔
一
葛
．
〆
■
棟
瀾

鯉

口

団

地

に

1

1

0

世

帯

が

入

居

仰
保
険
料
特
例
納
付
制
度
の
活
用
を

国
民
年
．
金

何
度
か
広
報
〝
み
ず
．
ま
き
〟
で
も
お

知
ら
せ
し
ま
し
た
よ
う
に
、
現
在
、
国

民
年
金
の
保
険
料
特
例
納
付
制
度
が
実

施
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
制
度
は
、
国
民
年
金
に
当
然
加

入
す
べ
き
人
が
そ
の
手
続
き
を
し
て
い

な
か
っ
た
リ
、
加
入
Ｌ
で
も
保
険
料
を

長
期
間
滞
納
し
て
い
た
た
め
、
歳
を
と

っ
て
か
ら
の
年
金
が
受
け
ら
れ
な
い
状

態
に
あ
る
人
を
対
象
に
過
去
の
滞
納
保

険
料
を
特
別
に
納
め
ら
れ
る
よ
う
に
し

て
、
失
い
か
け
た
「
年
金
を
受
け
る
権

利
」
を
と
り
も
ど
せ
る
よ
う
に
し
た
も

の
で
す
。

特
例
納
付
の
対
象
と
な
る
期
間
は
昭

和
3
6
年
4
月
か
ら
昭
和
5
3
年
3
月
ま
で

の
国
民
年
金
に
当
然
加
入
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
　
（
強
制
加
入
）
と
さ
れ
た
期

間
の
う
ち
の
滞
納
期
間
で
特
例
保
険
料

額
は
一
か
月
4
千
円
　
取
扱
期
間
は
、

昭
和
5
5
年
6
月
3
0
日
ま
で
で
す
。

特
例
保
険
料
は
、
分
割
納
付
も
で
き

ま
す
が
、
今
6
3
歳
以
上
の
人
は
納
め
る

方
法
、
時
期
に
よ
っ
て
年
金
支
給
が
早

く
な
っ
た
り
遅
く
な
っ
た
り
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
、
役
場
年
金
係
で
有

利
な
特
例
納
付
方
法
に
つ
い
て
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

た
だ
し
次
の
か
た
た
ち
は
特
例
納
付

に
該
当
し
ま
せ
ん
。

。
明
治
4
4
年
4
月
1
日
以
前
に
生
ま
れ

た
人

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
奥
さ
ん
な
ど
の
任

意
加
入
の
人

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
奥
さ
ん
も

自
分
の
年
金
を

ご
主
人
は
、
職
場
で
厚
生
年
金
保
険

な
ど
の
年
金
制
度
に
加
入
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
奥
さ
ん
は
、
希
望
に
よ
り
、
い

つ
か
ら
で
も
国
民
年
金
に
加
入
す
る
こ

と
が
で
き
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
現

在
県
下
で
2
9
万
人
の
奥
さ
ん
方
が
任
意

加
入
さ
れ
、
将
来
に
備
え
て
保
険
料
を

掛
け
続
け
て
い
ま
す
。

保
険
料
は
、
加
入
を
申
し
出
た
月
か

ら
㈹
歳
に
な
る
ま
で
の
間
（
途
中
脱
革

も
可
能
）
納
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

（
現
在
月
額
2
7
3
0
円
）
が
、
任
意

加
入
者
の
場
合
は
、
こ
め
保
険
料
を
的

め
た
期
間
が
1
年
以
上
あ
れ
ば
通
算
老

齢
年
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の

で
、
加
入
（
納
付
）
期
間
が
短
く
て
も

無
駄
に
な
り
ま
せ
ん
。
も
ち
ろ
ん
、
若

い
う
ち
か
ら
加
入
し
て
い
る
と
、
受
け

る
年
金
も
ず
っ
と
多
く
な
り
ま
す
。

さ
か
の
ぼ
っ
て
の
任
意
加
入
は
認
め

ら
れ
ま
せ
ん
の
で
、
〝
善
は
急
げ
〟
役

場
に
1
日
も
早
く
国
民
年
金
へ
の
加
入

を
申
出
て
奥
さ
ん
も
、
ご
主
人
の
年
金

と
は
別
に
、
．
自
分
の
年
金
を
確
保
さ
れ

る
よ
う
お
す
す
め
し
ま
す
。

1
0
月
2
2
日
、
秋
空
の
下
、
鯉
口
区
で

は
集
団
引
越
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
町
の
住
宅
建
設
事
業
の
一

遠
と
し
て
、
昨
年
度
か
ら
急
ピ
ッ
チ
で

建
設
が
進
め
ら
れ
て
い
た
も
の
で
、
こ

の
度
、
鉄
筋
5
階
建
、
3
棟
、
1
1
0

世
帯
が
完
成
し
た
も
の
で
す
。

こ
の
日
は
、
1
0
0
世
帯
近
く
が
同

時
に
引
越
す
る
と
あ
っ
て
、
団
地
内
は

大
変
な
忙
し
さ
、
そ
れ
に
5
階
の
人
は

大
き
な
荷
物
を
運
ぶ
の
に
レ
ッ
カ
ー
車

な
ど
を
使
っ
て
ひ
と
苦
…
笥

や
っ
Ｐ
荷
物
を
夕
方
ま
で
か
か
っ
て

か
た
づ
け
、
一
息
つ
く
時
は
、
長
い
間

住
み
な
れ
た
炭
住
と
の
別
れ
を
惜
し
ん

で
い
る
か
の
ト
今
つ
で
し
た
。

新
団
地
・
県
営
住
宅
は

〝
お
か
の
台
″
　
に

先
に
皆
さ
ん
よ
り
応
募
し
て
い
ま
し

た
、
旧
高
松
区
・
三
ッ
頭
区
の
新
団
地

名
が
〝
お
か
の
台
〟
と
決
ま
り
ま
し
た

ど
う
も
多
数
の
応
募
か
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
な
お
、
名
づ
け
親
に
は

な
お
、
鯉
口
団
地
は
来
年
1
0
月
ま
で

に
残
り
1
1
0
世
帯
、
公
園
、
集
会
所

な
ど
が
完
成
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

○
高
尾
団
地
（
旧
高
尾
区
）

○
鯉
口
団
地
（
旧
鯉
口
区
）

○
野
間
団
地
（
吉
田
）

○
い
わ
ぜ
団
地
（
上
二
）

首
団
地

住
宅
需
要
実
態
調
査
の
お
願
い

こ
の
た
び
、
福
岡
県
で
は
本
年
1
2
月

1
日
を
期
し
て
国
と
と
も
に
昭
和
5
3
年

住
宅
需
要
実
態
調
査
を
実
施
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
調
査
は
、
皆
さ
ん
に
住
宅
の
住

み
心
地
や
、
こ
れ
か
ら
の
計
画
、
過
去

の
住
み
替
え
の
実
態
な
ど
を
お
た
ず
ね

し
て
、
今
後
の
住
宅
政
策
を
立
案
す
る

た
め
の
基
礎
資
料
を
得
る
た
め
に
行
わ

れ
る
も
の
で
す
。

調
査
で
得
ら
れ
た
こ
と
が
ら
は
、
統

計
を
作
る
た
め
に
だ
け
使
わ
れ
る
も
の

で
、
そ
の
他
の
目
的
、
例
え
ば
税
金
な

ど
の
資
料
に
用
い
ら
れ
る
こ
と
は
決
し

て
ぁ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
個
人
の
秘
密
は

絶
対
に
守
ら
れ
、
皆
さ
ん
の
回
答
が
外

部
に
も
れ
る
こ
と
は
決
し
て
あ
り
ま
せ

ん
の
で
、
調
査
員
が
み
な
さ
ん
が
た
の

お
宅
に
お
伺
い
し
ま
し
た
ら
調
査
に
ご

協
力
お
願
い
し
ま
す
。

火事ｅ救急車は691－0119番へ　警察は110番へ



酬Ｉ醐…ｌＵ昭和53年11月10日胴附日用間間ｌⅢ間間日間間間間111ｍｍ日脚‖Ｉｌ

一
二
種
混
合
予
防
接
種

8
月
2
5
日
号
に
お
知
ら
せ
し
ま
し
た

よ
う
に
3
回
目
以
降
の
接
種
は
次
の
と

お
り
で
す
。

▼
日
時

。
3
回
巨
　
1
1
月
1
4
・
1
5
日

。
追
加
日
　
1
2
月
6
日

時
間
は
い
づ
れ
も
1
4
時
～
1
5
時

▼
場
所
　
町
民
全
館

当
日
は
体
温
を
計
丑
、
問
診
票
（
捺

印
の
こ
と
）
　
母
子
手
帳
を
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。
Ｌ
ま
た
、
体
の
具
合
の
悪
い

幼
児
は
主
治
医
に
相
談
く
だ
さ
い
。

標
準
小
作
料
が

2
万
6
千
円
に
改
定

昭
和
5
3
年
度
か
ら
水
巻
町
標
準
小
作

料
が
2
万
6
千
円
（
現
行
2
万
円
）
に

改
定
き
れ
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

福
岡
県
農
業
祭

農
業
経
営
・
技
術
の
向
上
を
め
ざ
す

と
と
も
に
！
ふ
る
さ
と
福
岡
〟
を
育
て

る
た
め
の
県
農
業
祭
が
次
の
と
お
り
行

▼
開
催
期
間
　
1
1
月
2
5
日
～
1
1
月
2
7
日

▼
場
所
　
　
県
勤
労
青
少
年
文
化
セ

ン
タ
ー
（
福
岡
市
百
道
2
丁
目
）

国
立
県
営
福
岡
身
体

障
害
者
職
業
訓
練
校

当
校
は
、
身
体
障
害
者
に
対
し
て
そ

れ
ぞ
れ
の
障
害
に
適
応
し
た
技
能
を
習

得
し
て
、
将
来
技
能
労
働
者
と
し
て
自

立
し
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。

▼
訓
練
職
種
　
洋
服
科
　
洋
裁
科
　
軽

印
刷
科
　
製
版
印
刷
科
　
義
肢
装
具

科
　
印
章
彫
刻
科
一
般
事
務
料

理
各
科

▼
申
込
　
5
4
年
3
月
1
0
日
ま
で
最
寄
り

の
公
共
職
業
安
墓
所
ま
で

▼
そ
の
他
　
授
業
料
不
要
　
訓
練
手
当

支
給
　
寮
設
備
完
備

く
わ
し
い
こ
と
は
役
場
民
生
係
ま
で

県
立
看
護
専
門
学
校

生
徒
募
集

▼
科
∴
喜
貝
・
修
業
年
限

㌘

Ｉ

ｇ

・

ｔ

〝

．

Ｉ

ｄ

Ｓ

．

ｄ

Ｐ

Ｉ

ｄ

Ｐ

Ｉ

ｄ

ｅ

ｌ

ｄ

Ｐ

Ｉ

ｄ

Ｐ

Ｉ

Ｊ

～

Ｉ

ｄ

～

Ｉ

ｄ

！

．

・

Ｉ

ｄ

Ｐ

Ｉ

Ｊ

ｃ

ｌ

Ｊ

Ｐ

～

ｄ

互

Ｐ

Ｉ

－

一

水

巻

町

職

員

募

集

…

…

保

母

ｒ

呈

上

「

上

蓋

！

互

Ｐ

王

∫

互

「

「

「

目

上

「

上

白

「

「

Ｌ

◎
採
用
人
員
　
保
母
1
人

◎
受
験
資
格
．

昭
和
2
9
年
4
月
2
日
か
ら
昭
和

3
4
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
女
子
で
保
母
の
免
許
保
有
者

も
し
く
は
、
来
春
卒
妾
し
、
免

許
取
得
予
定
者

1
1
月
6
日
～
1
1
月
1
7
日
　
郵
送

の
場
合
は
1
1
月
1
4
日
の
消
印
の

あ
る
も
の
ま
で

◎
試
験
日
　
1
1
月
2
6
日

申
込
用
紙
請
華
そ
の
他
詳
細

に
つ
い
て
は
役
場
人
事
係
ま
で

◎
受
付
期
間

。
保
健
婦
助
産
婦
科
…
5
0
名
…
1
年

。
看
　
護
　
婦
　
科
・
・
1
5
0
名
…
2
年

▼
願
書
受
付

5

4

年

1

月

5

日

～

1

月

2

5

日

ま

で

▼
試
験
日

5

4

年

2

月

8

・

9

日

く
わ
し
い
こ
と
は
看
護
専
門
学
校
（

筑
紫
郡
太
宰
府
町
℡
0
9
2
0
2
・
3

・

2

0

3

6

）

ま

で

八
幡
総
合
高
等
職
業

訓
練
校
生
徒
募
集

▼
職
種
及
び
定
員

機
械
科
　
板
金
科
　
製
缶
科
　
溶
接

科
　
電
気
工
事
料
　
各
2
0
名

▼
応
募
資
格

中
学
校
卒
ま
た
は
こ
れ
と
同
等
以
上

の
学
歴
を
も
つ
か
た

▼
募
集
手
続

5

3

年

1

2

月

1

日

～

5

4

年

1

月

2

0

日

八
幡
総
合
高
等
職
業
訓
練
校
（
℡
6

4

1

・

4

9

0

6

）

ま

で

税
の
無
料
相
談

税
を
知
る
週
間
行
事
と
し
て
、
左
記

の
通
り
無
料
相
談
を
行
な
い
ま
す
の
で

税
に
関
す
る
ご
相
談
の
あ
る
か
た
は
お

気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼

日

時

　

ｉ

ｌ

月

1

5

日

　

1

0

時

～

1

6

時

▼
場
所
　
水
巻
町
商
工
会
館
（
頃
末
）

▼
主
催
　
水
巻
町
商
工
会

チ
ャ
リ
テ
ィ
感
謝
バ
ザ

ー
ル
…
水
巻
町
商
工
会

水
巻
町
商
工
会
で
は
、
〝
奉
仕
と
ふ

る
㌣
と
づ
く
り
″
を
目
ぎ
し
た
チ
ャ
リ

テ
ィ
バ
ザ
ー
を
左
記
の
と
お
り
開
催
⊥

ま
す
。
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。
な
お
、
品
物
の
拠
出
は
1
1
月

2
0
日
ま
で
商
工
会
へ

▼
日
時
　
1
2
月
1
日
　
1
0
時
か
ら

▼
場
所
　
町
民
会
館

最
低
賃
金
改
正

一
日
・
‥
2
3
8
1
円
に

福
岡
県
で
は
、
一
日
、
2
3
8
1
円

に
最
低
賃
金
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

（
賃
金
の
大
部
分
が
時
間
に
よ
っ
て
定

め
ら
れ
て
い
ノ
る
者
に
つ
い
て
は
、
一
時

間

3

0

0

円

）

福
岡
県
内
の
事
業
所
で
は
、
1
0
月
1
3

日
か
ら
、
こ
の
最
低
賃
金
額
以
上
の
賃

金
を
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
最
低
賃
金
に
は
、
精
皆
勤
手
当
、

通
勤
手
当
、
家
族
手
当
な
ど
は
含
ま
れ

ま
せ
ん
の
で
ご
承
知
く
だ
さ
い
。
・

な
お
、
産
業
別
最
低
賃
金
（
全
1
0
業

種
）
も
改
正
す
る
た
め
審
議
さ
れ
て
い

ま
す
。
く
わ
し
い
こ
と
は
、
八
幡
労
働

基
準
監
督
署
（
℡
6
7
1
・
6
1
3
6

）
　
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

交
通
止
の
一
部
変
更

前
回
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
交
通

止
の
中
で
一
部
次
の
と
お
り
変
更
が
あ

り
ま
し
た
の
で
訂
正
い
た
し
ま
す
。

書
田
立
屋
敷
線
が
片
側
通
行
止
か
ら

車
輌
全
面
通
行
止
に

タ
バ
コ
は

町
内
で
お
求
め
を

二
〇
本
人
タ
バ
コ
一
箱
で
ー

二
十
四
円
が
町
の
収
入
に
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－お　　　　礼一
香典返しとして次のかたから社会福祉協議会及び町に

ご寄贈がありました。ご冥福をお祈りいたしますととも
にあっくお礼申し上げます。

鈴木照子殿
嶺はるみ殿
住書ミチ子殿
藤田秀数殿

殿
殿
殿
殿

彦
雄
一
子

みずほ　　故鈴木昭
武
梅
康

吉
田

下　二　　故嶺
樋　口　　故住
猪　熊　　故藤

また、梅ノ木の一（はじめ）流家元からチャリティシ
ョー舞踊会益金のご寄付ありがとうございました。

－日曜在宅医－
11月12日　森田医院　内・児科　梅ノ木団地　℡69ト0616

11月19日　村田医院　内・児科　　頃　末　　℡69ト0745

11月26日　中村医院　内・児科　　下　二　　℡691・5820

12月3日　有留医院　内・児科　　吉　田　　℡691・1394

診療時間は9時から17時、原則として往診は致しません。

あなたの役場です　電話匿01）4321

□
発
行
人
　
水
巻
町
長
　
伊
　
藤
　
衛
　
門

掛
針
サ
巻
町
企
壷
「
甘
　
食

．
．
Ｉ
Ｋ
い
，
巨
ト
．
．


